平成2６年度　第2回大阪府社会教育委員会議　概要
○日　時：平成２7年１月16日（金）　10：00～12：30
○会　場：大阪府公館
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委　　員
　　　出席委員（10人）大谷委員、大脇委員、岡村委員、佐伯委員、髙田委員、蛇草委員、樋口委員、

松村委員、村田委員、米田委員
      欠席委員（２人）出相委員、近棟委員
４　議　　事
（1） 提言本文（案）について（P1〜P15　参照）
　　　　　⇒　意見聴取
（２）実践プランの基本的な考え方について（P17～P22　参照）
⇒　意見聴取　
（３）実践プラン（例）案について（P23～P28）参照）

　　　　　⇒　意見聴取
◆主な意見等
　　＜提言本文（案）について（P1～P15）＞
・4ページの下から２行目の「対処するにはどうすればいいのかを議論してきた」は何を議論してきたのかが明確になっていないので、議論してきたポイントをわかりやすく伝えられるように「対処するための社会教育のあり方及び具体的方策について議論してきた」にするといいと思う。

・5ページの10行目の「「連携・協力しながら」とか」は話し言葉になっているので「「連携・協力しながら」や」にするといいと思う。

・５ページの14行目の「教育コミュニティづくりの中にあるのではなかろうか」は教育コミュニティづくりの取組みの成果を踏まえて書かれているので、「教育コミュニティづくりの中にある」と言い切ってもいいと思う。

・7ページ8行目以降に出てくる「おせっかいを焼く」は漢字よりひらがなの方が柔らかく感じる　　し、提言で使うおせっかいのイメージに近いと思うので「おせっかいをやく」にするといいと思う。
・14ページの18行目にある「さまざまな趣味や仕事を通じた」は地域には文化活動も多く行われていると思うので「さまざまな趣味や文化活動、仕事を通じた」にするといいと思う。また、「知識や能力を持つ人材がいることがわかった」は人だけでなくネットワークもあると思うので「知識や能力を持つ人材やそのような人々のネットワークが存在することがわかった」にするといいと思う。
・14ページの23行目にある「そのような人たちを地域活動に巻き込んでいくため」は提言の趣旨を考えると巻き込んでいくというより働きかけと行くというイメージだと思うので「そのような人たちに働きかけ」にするといいと思う。

・出された意見は全て反映して最終稿としてよろしいか。
　　⇒異議なし。

　　　　　　　　
　＜実践プランの基本的な考え方について（P17～P22）＞
　　　・18ページに「考えていない」という表現が多すぎると思うので17ページの下から1行目の「順番どおりに取り組まなければならないとは考えていない」を「順番どおりに取り組む必要はない」にするといいと思う。また、18ページの７行目は「課題を絞って可能な範囲で取り組んでもらいたいと考えている」を「課題を絞って可能な範囲で取り組んでもらいたい」にするといいと思う。
　　　・18ページの５行目にある「取り組むべきだと考えていない。そして、巻末に」は3行後にも考えていないがあるので、まとめてしまって「取り組むべきだとも、巻末に」にしてまとめた方がいいと思う。

・18ページの5行目は前段では社会教育行政が4つのステージを取り組むべきだと考えていないこと、後段では実践プラン（例）にある課題に取り組まないといけないと考えていないこと、という風に別のことを言っており、あえて重ねて言ってもいいと思うので今のままで構わないと思う。
・17ページの下から1行目から18ページの10行目までの文章には、結論と例示が混さっている。読む側の立場で考えると先に結論がすべて書かれている方が読みやすいので、18ページの5行目にある「あくまでも地域の実情に応じて・・・取り組んでもらいたい」を1行目の「具体的に」から始まる文章の前に入れるといいと思う。
　（17ページの下から1行目から18ページの10行目について、様々意見が出されたが結論がでるまでには至らなかったため）

・17ページの下から1行目から18ページの10行目については出された意見を事務局と議長で整理して20日までに再度電子メールでお送りし、諮らせていただきたいと思う。

　　⇒異議なし。
　　　・18ページの下から４行目にある議論したりという言葉が浮いているような感じがするので、文章の流れをよくするには下から6行目は「議論する。あるいは」の「あるいは」を消して、下から3行目の「議論したりするなど、」を「議論する。」にするといいと思う。

　　　・18ページの下から4行目の「議論する」から後段の文章が少しわかりにくいと思うので、「このように課題に関わる組織や団体が集まって、地域で知恵を出し合い、地域の実情に応じ、強みや持ち味を生かした方法でプランづくりを進めることは、相互のつながりが深まったり、新たな気づきや学びにつながることから、大変重要である」とするとわかりやすいと思う。
　　　・18ページの下から6行目から19ページの1行目までは出された意見通り修正してよろしいか。

　　　　　⇒異議なし。

＜実践プラン（例）案について（P23～P28）＞
・実践プラン（例）の4つのステージの矢印や取組内容に色がついているところと色がついていないところがある。社会教育行政が主体となっているところに色がついているという説明だが、その説明がどこにもされていないので、どこか書いていないとわかりにくいと思う。あるいは色を消してしまうのも1つの方法だと思う。

・実践プラン作成シートに説明文を入れるとわかると思う。

・色をつけてしまうと、色のついたステージが社会教育の役割だと固定されるように思われる可能性があるので、幅広く考えてもらえるようにした色をつけない方がいいと思う。

・実践プラン（例）の4つのステージの矢印と取組内容についている色をすべて消すということでよろしいか。

　　⇒異議なし。

・実践プラン（例）６だけ、4つのステージのうちの「情報提供する」と「できること気になることから始める意識の醸成」を組み合わせており、初めて見た人には３つのステージしかないと誤解されてしまうので「ステージを組み合わせた場合」という注釈を入れた方がいいと思う。
・ステージに番号を振ってステージの３と４を組み合わせた場合とした方がわかりやすいと思う。
・ステージに番号を付けてしまうとステージを順番どおりに取り組まないといけないと誤解されて
　しまうので、「ステージを組み合わせた場合」と注釈をつける方がいいと思う。
・「ステージを組み合わせた場合」という注釈をつけるということでよろしいか。

　　⇒異議なし。
・実践プラン（例）６の２つめの次への工夫に図書館職員が書かれているので、学ぶ機会の連携先にも加えてもいいと思う。
・連携先はあくまでも、その取組みを行う主体となる組織や団体を想定しているので入れなくてもいいと思う。

・連携先の表し方については原案通りでよろしいか。

　　⇒異議なし。
＜連絡事項＞
　　・1月26日の11時から今期の提言の手交式を行う。

　　・最終稿を20日に電子メールで送付するので確認してほしい。

　　・来期の社会教育委員会議は「第3次大阪府子ども読書活動推進計画（案）」について意見をもらう。

　閉　　会　
